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あらまし 我々の研究グループでは，宅内の家電機器などをネットワークに繋ぐことで様々な付加価値サービスを実

現するホームネットワークシステム（HNS）に対し，その機能を全てクラウド上にサービスとして集約する，クラウ

ド型HNSを提案している．本稿では，一般に広く普及している赤外線で制御される家電機器の，クラウド型 HNSで

の機器制御の実現を目的とし，クラウド上で家電制御を行うサービスとして IRaaS(Infrared as a Service)の提案を

行う．具体的には，クラウド上で家電操作の制御を仲介する IR Proxy，宅内で実際に赤外線信号を発信する機器であ

る jRemocon の二つのコンポーネントの連携動作により，家電制御をクラウド上のサービスとして利用可能なシステ

ムを構成する．また，IRaaSを実現するために必要な要素の設計・検討を行い，実際の HNS上で動作可能なプロトタ

イプを作成し運用することで，IRaaSの有効性を確認し，考察を行う．
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Abstract Home network system (HNS) provides a variety of value-added services by orchestrating house-hold ap-

pliances and sensors. In our previous research, we have proposed Cloud HNS that delegates all of HNS functions to

Cloud. In this paper, we propose IRaaS (Infrared as a Service) which controls legacy house-hold appliances based

on infrared signal controlling, as a Cloud HNS service. IRaaS is consist of two components, IR Proxy and jRemocon.

IR Proxy is a service that delegates control request to jRemocon, and jRemocon is a device that transmits infrared

signal to execute appliance control. Using its components, IRaaS executes requested appliance control. Then, we

design and consider elements required for implementing IRaaS, and we also create and test a prototype. Based on

these results, we discuss the effectiveness of proposed system.
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1. は じ め に

近年，家電やセンサを家庭内のネットワークに接続すること

で多種多様なサービスを提供する，ホームネットワークサービ

ス（HNS）が注目されている．HNSでは，宅内に設置された

テレビやエアコンなどの家電機器や温度計や照度センサなどの

センサ機器をネットワークに接続することで，ネットワークを

介したこれらの機器の制御および管理を実現する．この結果，

スマートフォンなどのモバイル端末を用いた宅内の家電操作，

センサ情報に基づくコンテキストアウェアサービス [1]などの

QoL向上のための付加価値をユーザへ提供可能となる．また，

宅内の家電を一元管理できることから，無駄を省く電力効率化

などへの応用も期待されている．最近では，宅内やオフィスに
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おけるエネルギーの最適化を目指す HEMS [2]に対し，政府が

補助金事業 [3]を展開するなど，その普及に向けた取り組みが

加速し，いくつかの製品が市場へと登場してきている [4] [5]．

このように各家庭への導入環境が整いつつある HNSである

が，一般家庭への幅広い普及には至っていない．HEMS を例

とした場合，経済産業省の資料によると一般家庭への普及率は

0.14% 程度と非常に低い割合に留まっている [6]．この要因と

して，導入に対するコスト負担，信頼性に起因した心理的障壁

が挙げられる．一般的に，ユーザが HNSを導入するためには

ネットワーク操作に対応した家電機器を家庭に導入する必要が

あり，この家電機器の購入が HNSの導入コストを引き上げる

要因となる．また，HNSはユーザの生活と強く関わるため，障

害に対する信頼性が強く求められる．HNSの中枢を担うホーム

サーバが単一障害点として宅内に存在するが，電源供給，サー

バの安定稼動などハードウェアとしての信頼性のみならず，異

常動作，システムの安定稼動などソフトウェアとしての信頼性

も高い水準で要求されるため，積極的な導入を阻害する要因と

なる．さらに，HNS で提供される機能はベンダに強く依存す

るため，ユーザが新たな機能を必要とした場合であっても，ベ

ンダが対応しない限り実現は不可能となる．

我々は HNSにおけるこれらの問題を解決するために，先行

研究においてクラウド型 HNS を提案している [7]．クラウド

型 HNSは，クラウドのコンセプトに基づき，従来ホームサー

バが実行していた HNSサービスの様々な機能を全てサービス

として抽象化し，クラウド上に集約する HNSの新たな形態で

ある．ホームサーバをクラウド上に集約することで宅内にホー

ムサーバを設置する必要がなくなり，保守・管理に伴うユーザ

の心理的負荷を軽減可能となる．また，サービスの抽象化によ

りベンダに依存しないサービス実現が可能となる．

クラウド型 HNSでは機器操作の方法についても抽象化され

ているため，ネットワークによる直接的な制御が不可能な機器

に対しても，制御機器・サービスを仲介することにより柔軟な

HNS構築が可能となる．そのため，既存の家電機器に応じた制

御機器・サービスを構築することで対応家電への交換なく HNS

へと家電を導入できる．そこで本研究では，家電制御として一

般に広く普及している赤外線方式に着目し，クラウド型 HNS

で家電を制御するためのサービスとして IRaaS(Infrared as a

Service)の提案を行う．IRaaSは，赤外線信号で制御可能な従

来型家電を実際に制御するためのサービスで，クラウド上で家

電操作の制御を仲介する IR Proxy，宅内で実際に赤外線信号を

発信する機器である jRemoconの二つのコンポーネントによっ

て構成される．IRaaSを利用することで，クラウド型 HNSに

おける赤外線を用いた家電機器の操作が実現可能となる．

本稿では，IRaaSを実際に構成するのに必要な要素である，

IR Proxyのデータ構造および APIの設計や jRemoconに必要

な赤外線信号を発信する回路の設計などについての検討を行う．

また，IR Proxyと jRemoconのプロトタイプを作成し，実際

の環境における有効性についての確認を行う．

2. 準 備

2. 1 ホームネットワークシステム：HNS

HNSとは，宅内に設置されたテレビやエアコンなどの家電機

器や温度計や照度センサなどのセンサ機器をネットワークに接

続することで，多種多様な付加価値サービスの提供を実現する

システムである．HNS で提供されるサービスの例として，ス

マートフォンを用いてシャッターを自動開閉するサービス [4]

や外出先からエアコンを操作するなど家電機器の操作を行うも

の，宅内における電力使用量などのエネルギーの「見える化」

や周囲の環境に合わせエアコンを自動的に節電運転するサー

ビス [5] などの宅内の一元管理を行うものなどが挙げられる．

HNSでは，各家庭にそれぞれホームサーバを中心とした HNS

環境が構築され，家電機器やセンサ機器が宅内ネットワークに

接続されている．これらの宅内機器をホームサーバからソフト

ウェア制御することで，HNS サービスを実現する．家電機器

およびセンサ機器の制御方法は HNSサービスベンダによって

様々であるが，一般には赤外線，ZigBee [8]などの近距離無線，

イーサネット，などを利用する．従来はベンダごとの互換性は

無かったが，近年は ECHONET Lite [9] などのプロトコル共

通化の動きもある．HNS ベンダは，ホームサーバを経由して

HNSサービスを提供する．また，これらの保守，管理について

は通常時は遠隔にて各ベンダが行う．

2. 2 先行研究 : クラウド型HNS

HNS 導入には，ベンダ独自の規格利用によるベンダロック

イン，対応する家電機器への買換えに対する費用負担，ホー

ムサーバ設置・管理に対する信頼性などの問題がある．そこで

我々は先行研究において，これらの問題に対し，HNS サービ

スの様々な機能を全てサービスとして抽象化し，クラウド上に

集約された HNSサーバを利用するクラウド型HNSを提案し

ている [7]．クラウド型 HNSでは，ホームサーバをクラウド上

に集約することで宅内にホームサーバを設置する必要がなくな

り，またサービスの抽象化によりベンダは一部のサービスだけ

を作ることが可能となるため，サービスのベンダロックインを

防ぐことができる．また，クラウド型 HNSでは機器操作の方

法についても抽象化されているため，ネットワークによる直接

的な制御が不可能な機器に対しても，制御機器・サービスを仲

介することにより HNSでの利用が可能となる．そのため，既

存の家電機器に応じた制御機器・サービスを構築することで対

応家電への交換なく HNSへと家電を導入できる．

クラウド型 HNS は ASP(Application Service Provider),

HouseCloud, HNSLiteの三つの要素から構成されている．ASP

は HNSのサービスを開発・提供するプロバイダ，HouseCloud

は HNSで必要となる基本的な機能を ASPに提供するレイヤ，

HNSLite は HouseCloud からの要求に基づいて宅内の家電操

作の実行やセンサ情報の取得を行うシンターミナルである．ク

ラウド型 HNS では，これら三つの要素の連携により HNS の

各種機能を提供する．
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3. Infrared as a Service : IRaaS

クラウド型 HNSでは，HNSサービスのみならず，家電など

の機器操作の方法についても HNSLiteの機能として抽象化さ

れている．したがって，個々の家電操作方式とネットワークを

つなぐインタフェースを利用することで，ネットワーク接続に

対応していない家電機器であってもクラウド型 HNSから利用

することができるようになる．本章では，クラウド型 HNSに

おける家電操作インタフェースの一つとして，家電機器の制御

手法として既に一般家庭に広く普及している赤外線信号による

家電操作を実現するサービスである IRaaSの提案を行う．

3. 1 クラウド型HNSにおける家電操作

クラウド型HNSでは，HNSサービスやユーザはHouseCloud

の家電操作 API を通じて目的の家電操作を実行することがで

きる．HouseCloudが家電操作指示を受け取ると，指示された

操作を実行するために必要な家電操作サービスやパラメータの

特定を行い，その家電操作サービスに操作を依頼する．依頼を

受け取った家電操作サービスは，受け取ったパラメータに従い

家電操作を実行する．宅内には様々な家電がいくつかの部屋に

配置されており，部屋ごとに家電操作に対応するコントローラ

が配置されている．そのためクラウド型 HNSにおいて家電操

作を実行するためには，操作したい家電に対応するコントロー

ラの特定や，コントローラごとに求められるパラメータの取

得などを行う必要がある．このために，クラウド型 HNSでは

HouseCloud内に宅内情報を一元管理する機構が存在し，各種

サービスからアクセスすることが可能である．

3. 2 システムのアーキテクチャ

IRaaSは 2つのコンポーネント，IR Proxy, jRemoconか

ら構成される．IR Proxyは，家電操作指示から必要なデータ

を解決し jRemoconへ送信する，HouseCloudに属するサービ

スである．また，jRemocon は宅内に構築される HNSLite に

属するデバイスであり，IR Proxyから送られてきたデータを

赤外線信号へと変換し発信するデバイスである．

家電機器を操作する赤外線信号は，パルス幅とビット列の

組で表現される．IR Proxy が管理する信号データはこれを

WebAPIのパラメータとして扱いやすいようエンコードしたも

のとなっており，このデータを本稿ではシグナルデータと定義

する．クラウド型 HNS上で IRaaSを利用した家電操作を行う

場合の動作の流れを図 1に示す．

1. HouseCloudは指示された家電操作に必要となる家固有の

各種情報を取得する．

2. HouseCloudは家電操作サービスである IR Proxyへと家

電操作指示を送る．

3. IR Proxyが家電操作指示を受け取り，操作に必要なシグ

ナルデータを解決する．

4. IR Proxyから jRemoconへとシグナルデータを送信する．

5. jRemoconは受け取ったシグナルデータを赤外線信号とし

て発信する．

このように IRaaSでは，IR Proxyによるシグナルデータの解

図 1 IRaaS の動作

決機能と jRemoconの赤外線信号発信機能を組み合わせること

で家電機器の操作を実現する．

3. 3 IR Proxy

IR Proxyは HouseCloudに属するサービスで，入力された

家電操作指示に対してそれに対応するシグナルデータの解決と

jRemoconへの信号発信指示を出すものである．IR Proxyは，

操作する家電機器の機器 ID，操作名，リモコンアドレスの三つ

の引数をとる．ここで，機器 IDは家電の機種を特定するため

の機種に固有な ID，操作名は実行したい操作の名前，リモコン

アドレスは信号送信先の jRemoconの IPアドレスである．

家電操作指示を受けると，引数として与えられた機器 IDと

操作名に対応するシグナルデータを HouseCloud内の家電機器

情報 DB から検索する．データベースから対応するシグナル

データが見つかると，そのデータをリモコンアドレスが示す

jRemoconに送信することで信号発信指示を出す．

このように，IR Proxyではクラウド上のデータベースで管

理された家電機器情報 DBを利用する．特定の家電機器のある

操作について考えた場合，対応する赤外線信号は設置された家

庭に依らず同一である．そのため信号データベースをクラウド

上で共通化することで，マスタとなるシグナルデータを一つ用

意するだけで全てのユーザから利用することができる．なおク

ラウド型 HNSでは，シグナルデータについては家電機器ベン

ダが提供することを想定している．

赤外線信号による家電操作である以上，一つの信号発信デバ

イスで複数の部屋の家電を操作することは難しい．そのため，

IR Proxyの APIの引数としてリモコンアドレスを用いること

で，複数の部屋に配置された jRemoconを区別し，操作するこ

とが可能となる．

3. 4 jRemocon

jRemoconは HNSLiteに属するデバイスで，APIを通じて

IR Proxyより送信されたシグナルデータを，実際に家電を操

作できる赤外線信号として発信するものである．APIの引数は

発信したいシグナルデータである．

赤外線リモコンの信号は用いる赤外線の波長，搬送波の変調

周波数，信号パルスの周期，データフレームの長さなどの要素

があり，これらをある値に定めたフォーマットに従って家電機

器への赤外線信号が作られる．具体的には，赤外線信号をパル

ス幅で区切り，その区間で赤外線が ONならば 1，OFFならば
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図 2 IR Proxy の動作

0というように符号化を行い，その結果得られたビット列とパ

ルス幅の組で表現する．ここで，ビット列を 16進数の文字列

にしたものが 3. 2で定義したシグナルデータに相当する．

jRemoconは，受け取ったシグナルデータを赤外線信号とし

て発信するのみのデバイスであり，その他の機能は全てクラウ

ド上で行うよう設計されている．そのため，宅内に配置するデ

バイスは非常に簡素なもので済み，壊れた場合にも安価に交換

することができる．

また，赤外線発信に関する全ての機能をソフトウェアで実現

し，様々なフォーマットの赤外線信号に対応できるシグナル

データの形式を採用しているため，特殊なフォーマットの信号

であっても家電機器を制御することが可能である．また，未知

の形式が新たに家電操作に利用された場合でも，ソフトウェア

の対処のみで対応が可能となる．

4. 実 装

IRaaSを実際のクラウド型 HNSで実現するには，IR Proxy

はHouseCloud上のサービスとして，jRemoconはHNSLiteに

設置するデバイスおよびその制御ソフトウェアとして実装を行

う必要がある．本章では，IRaaSの実現およびその有効性評価

のため，実際に動作可能であるこれらのシステムの実装を行う．

4. 1 IR Proxy

クラウド型HNSで実現される全ての機能は，全てサービスと

して外部より参照可能な形式で提供する必要がある．そこで IR

Proxyでは，HTTPサーバソフトウェアであるApache HTTP

Server 上に配置された，CGI 経由でアクセス可能なプログラ

ムとして実装を行うことで，WebAPIとしてのサービス公開を

実現する．ただし，本稿では家電機器情報 DBはMySQLで構

築されていることを前提としている．

IR Proxyの主な機能は次の F1，F2である．

F1 家電機器情報 DBからの適切なシグナルデータの取得

F2 jRemoconのWebAPIを用いたシグナルデータの送信

この実現方法として，F1に対してはデータベースへの CLIに

よる問い合わせコマンドを，F2に対しては curlコマンドを，

それぞれ CGI経由で呼び出されるプログラムとして実装する．

IR Proxyの動作を図 2に示す．まず IR Proxyは，WebAPI

表 1 家電機器情報 DB の例
DeviceID Operation Description SignalData

nec0001 on turn the light on pulse=562&signal=ffff00a2...

nec0001 off turn the light off pulse=562&signal=ffff00aa...

pana0001 on turn the tv on pulse=425&signal=ff0a2a88...

pana0001 off turn the tv off pulse=425&signal=ff0a2aa2...

図 3 jRemocon のプロトタイプ

を介した家電操作リクエストを受けて CGIプログラムを起動

する（図 2矢印 1）．プログラム起動後，API呼び出し時のパ

ラメータとして入力された，機器 ID・操作名・リモコンアド

レスを抽出する．次に，リクエストに応じたシグナルデータを

家電機器情報 DBを用いて解決する（図 2矢印 2）．機器 ID・

操作名に対応したシグナルデータの解決は，これらの要素が一

致するデータ取得クエリを家電機器情報 DBに対し実行するこ

とで実現する．最後に，取得したシグナルデータをリモコンア

ドレスに対して送信する（図 2 矢印 3）．シグナルデータとリ

モコンアドレスから jRemoconのWebAPI用 URLを生成し，

その URLに対して curlコマンドを用いてアクセスする．

表 1に，シグナルデータの解決に用いる家電機器情報 DBの

構造を示す．レコードには目的のシグナルデータに加えて機器

ID，操作名，プロトコル，説明が含まれる．

4. 2 jRemocon

jRemoconは，WebAPIとしてネットワーク経由でシグナル

データを受け取り，赤外線信号として発信する機能を有する．

また，これらの機能を HNSLiteに配置するシンターミナルと

して小型・省電力なハードウェアで実現する必要がある．これ

らの要求を満たすため，ネットワークインタフェースを持つ

小型ボードコンピュータである Rasbperry Pi上に Linuxを導

入し，赤外線発光回路を組み込むことで，jRemoconの実装を

行う．IR Proxyと同様に，サービスとしての webAPIの実装

には Apache HTTP Server 上で動作する CGI プログラムを

作成し，赤外線信号の制御には LIRC(Linux Infrared Remote

Control)を利用した．

作成した jRemoconのプロトタイプを図 3に示す．図のよう

に，ソフトウェアが実装されている Raspbery Piと赤外線発光

回路が Raspberry Piのピン経由で接続されている．

jRemoconの主な機能は次の F3，F4である．

F3: IR Proxyより送信されるシグナルデータの受信

F4: シグナルデータを元にした赤外線信号の発信
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図 4 赤外線発信回路

この実現方法として F3に対しては，CGIプログラムを作成す

ることによりWebAPI経由でパラメータとしてシグナルデー

タの受信を行う．F4に対しては，受け取ったシグナルデータ

を，赤外線信号として発信するために必要となる情報へと変換

し，その情報を基に LIRCを利用して Rasberry Piに接続した

赤外線発光回路から信号を発信する．

LIRCは赤外線信号の送受信を Linux上で実現するためのソ

フトウェアであり，ハードウェアに依存しない信号の受信や発

信，解析の機能を提供する．3. 4で述べたように，赤外線リモ

コンの信号を発信するには，搬送波の変調や信号パルスの正確

なタイミング制御を行う必要があり，LIRCを利用することで

これらを考慮した赤外線の ON/OFF信号を出力することが可

能である．LIRCでは，コマンドを実行することで設定ファイ

ル中に記述された信号を赤外線信号として発信することが可能

である．そのため，任意の信号を発信するには，信号ごとに設

定ファイルへの記述を行った上で LIRCのコマンドを実行する

必要がある．jRemoconでは，設定ファイルへの赤外線信号記

述について，シグナルデータの受信を契機に自動的に行われる

仕組みを実現している．

赤外線発光回路は Rasberry Pi上の汎用入出力ポートである

GPIOを経由し接続された，赤外線発光に必要となる LEDな

どが組み込まれた回路である．LIRCからの制御により GPIO

から出力される ON/OFF で表現される赤外線制御の信号を，

実際の赤外線信号として発信可能である．

赤外線信号の発信を行うためには赤外線の明滅を行う回路が

必要となるが，クラウド型 HNSにおけるコントローラに求め

られる要件は次の R1，R2である．

R1: 設置箇所の自由度を上げるための広範囲への信号発信

R2: 室内の家電機器を制御するために十分な光量の安定供給

である．これらの要件を満たすため，それぞれに対して次の

A1，A2を適応する．

A1: LEDアレイの導入

A2: 定電流回路による電流制御

図 4に本研究で設計した回路を示す．赤外線 LEDは指向性が

強く，一つだけでは非常に狭い範囲にしか信号が到達しない．

そのため，LED を複数用意しそれぞれ少しずつ違う向きに取

図 5 jRemocon の動作

り付ける LEDアレイを導入することで，広範囲への信号発信

を実現する．また，室内の家電操作に十分な光量を確保し，か

つ個別の LED に流れる電流量を同じ値に統一する（注1）ため，

定電流回路（カレントミラー回路）を用いて電流制御を行う.

図 5に jRemoconの動作を示す．apacheサーバ上の CGIプ

ログラムにて，まず IR Proxyから API経由でシグナルデータ

が送信され，F3の受信が行われる（図 5矢印 1）．また，ここ

で必要に応じて LIRCの設定ファイルへ信号の追記が行われる

（図 5矢印 2）．そして，F4の信号発信が LIRCコマンドによ

り実行される（図 5矢印 3）．以上のWebAPIによるシグナル

データの受信・LIRCによる信号制御・回路による赤外線発光

を組み合わせることで jRemoconの動作が実現する．

5. ケーススタディおよび考察

5. 1 動作・性能の確認

まず，IRaaSの機能 F1-F4の正常な動作を確認するため，本

研究室において家電機器の IRaaSによる操作実験を行った．本

研究室では現在，ブラウザ上で動作する家電操作インタフェー

スからネットワーク制御可能な学習型リモコンを操作するこ

とで家電制御を行っている．実験では，このシステムに対し

て家電制御を IRaaS 経由で行うように変更し，家電操作イン

タフェースからテレビや室内照明の ON/OFFのなどの操作を

行った．この結果，従来の学習型リモコンを利用した場合と同

等の操作が実行可能であることがが確認できた．また，機器操

作を実行してから実際の動作が行われるまでの時間に関しても，

体感上の変化を感じることはなく，十分な速度であった．この

ことから，システムの応答時間は HNSで利用する際には十分

であるといえる．

次に，jRemocon に対し R1，R2 の要求が満たされている

かを確認するため，赤外線信号のパルス幅やフォーマットが異

なる複数メーカの家電機器に対し，家電操作が正常に動作する

かどうかを確認した．また，jRemoconの設置位置を複数試す

ことで，信号の到達距離および指向性の確認を行った．実験を

行った部屋の大きさおよび jRemoconと操作対象家電の位置関

係を図 6に示す．jRemoconの設置場所は，図中 A, B, Cに示

す位置であり，これらの場所は各家電機器を見渡せる点を選ん

（注1）：LED の輝度は電流に依存し，かつ LED の電圧降下は個体差が大きい

ため，通常の制限抵抗を用いる方法では電流の制御が難しい．
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図 6 実 験 環 境

でいる．jRemoconを設置した HNS環境は，10[m]×8[m]程度

の一般家庭の一部屋としては十分な大きさである．なお，家電

機器の赤外線信号受光部の向きなどの調整は行っていない．こ

のような環境で家電操作実験を行い，jRemoconの設置位置に

関わらず全ての家電機器が操作可能であることが確認できた．

以上より，信号フォーマットによらない正確な赤外線信号の

発信，HNSで利用するにあたり十分な信号強度・拡散性が実現

できていることが確認できた．

5. 2 考 察

IRaaSの大きな特徴として，赤外線信号で制御可能な家電機

器を対象としていることが挙げられる．これにより，HNSの新

規導入にあたって家電機器を買い替えることなく，既に一般家

庭に広く普及している家電機器をそのまま使うことができる．

これは，HNS 導入の障壁の一つである高い導入コストを解消

できるという点で，非常に大きなメリットとなる．

従来の家電機器をそのまま利用できるという点では，ネット

ワーク制御可能な学習型リモコンにも同じことがいえる．学習

型リモコンでは，学習した信号を本体に保存し，その信号を呼

び出すことで家電操作を行う．そのため，部屋の家電構成を変

更したり新しい家電を購入したりした場合，その度に信号の学

習を行う必要がある．しかし IRaaS では，信号は発信デバイ

スではなくクラウド上に配置されたデータベースを利用するた

め，このような手間が発生することはない．

IRaaSのもう一つの特徴として，機能・実装が単純ということ

が挙げられる．jRemoconは必要な機能が単純であり，クラウ

ド型 HNSで求められるシンターミナルの軽量さを十分満たし

ている．そのため，故障した場合の交換やメンテナンスが容易

である．また，複数の部屋で運用する場合などでも jRemocon

を気軽に増設することができる．しかし機能が単純ということ

は，高度なサービスを提供することができないというデメリッ

トにもなる．IRaaSでは家電機器の操作指示に対して，信号発

信の保証しか行われず，家電操作の完了は保証されない．また，

信号の到達が保証できないため，操作ログから機器の状態を推

定することもできない．これらの問題は操作対象がネットワー

ク経由での利用を想定していないことに起因するため，IRaaS

側で対応することはできない．そのため，これらの機能を含め

た家電制御を行うためには HNS対応の家電に買い替えること

が必要となる．

これらの他に IRaaSが抱える問題として，家電機器情報 DB

の肥大化に伴ったシステムの応答速度の低下が考えられる．家

電機器情報 DBはクラウド型 HNSで利用される全ての家電機

器の情報が含まれるため，実用的には非常に巨大になることが

想定される．この問題は，家庭ごとに必要な信号を体現ビュー

などでキャッシュすることで回避することが可能である．

6. お わ り に

HNS の導入には，ネットワークから制御可能な家電機器が

必須であり，この点が HNSの広い普及を妨げている．既に普

及している赤外線制御式の家電機器がネットワークから制御可

能となれば，HNSの導入に対する敷居が非常に低くなる．

そこで本稿では，クラウド型 HNSで家電機器の制御を行う

サービスである IRaaSの提案・設計を行った．IRaaSでは，赤

外線信号の発信とネットワークをつなぐインタフェースを実現

することで，WebAPIを介して家電機器を操作することを可能

としている．これにより，既存の家電機器をクラウド型 HNS

に導入することが可能となった．また，提案した IRaaSのプロ

トタイプを作成しテストすることで，IRaaSの有効性が確認で

きた．

今後の課題として，家電機器情報 DBが大規模になった場合

の対応や，jRemoconのより小型・軽量なハードウェアによる

実装を予定している．
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